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鶴嶺八幡宮の池のホシミドロ科を

中心とした季節的消長について

斎藤俊一*

S. SAITO :臼1the periodicity of Zygnemataceae in the pond of the Tsurumine 

Hachimanguu. 

筆者は1963年 1月から神奈川県茅ケ崎市浜之郷にある鶴嶺八幡宮境内の池に発生する糸

状緑漢類を中心に毎月2--3固定期的に採集をつづけている。 63年 1月から70年2月迄の

聞に180回の採集をおとなった。 乙乙に63--68年の6年聞にみられた藻種の季節的消長に

ついて得た知見を報告する。

本研究の指導をいただいた日本大学山岸高旺博士に厚く御純申し上げる。
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τbe Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vo1. XIX. No. 3， 104ー106，Dec. 1971. 
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初料は採集する場所をきめ，手のとどく範囲内で水面に浮遊するものを無作為にピンセ

?トですくいとったものがほとんどである。 Vaucheriaのあるものは湿土と(冬期の乾燥

持)からはがしとったり Oedogoniumでくいに着生しているものはピンセ γ トでζそ

げ落し，小枝，草などに着生しているものはそれとと管ぴんに入れてもち帰り，ともに 3

%ホルマリンで固定し保存した。プランクトンネ?トは池が浅く採集に不便なため使用し

なかった。

採集した材料中，Vaucheria， Spirogyra， Zygnema， Zygnemopsis， Mougeotiellaおよ

び Oedogoniumのみを選択して調査した結果，充分成熟した卵胞子や接合胞子があり，

種の同定ができるものがあった(表 1)。

採集方法から考えて卵胞子，接合胞子を含む管ぴん数では完全な量を示してはいないの

で，多量に観察された，およびされなかったの 2点だけからの区別がより適当と考え，そ

れぞれをO印と無印とで表わした。

考 察

1) 1RANSEA， E. N.の分類にしたがって本池の藻類の出現を区切ってみると

① Spring annuaI に属するものが巌も多かった。特にZygnemaは全部， Spirogyra 
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のほとんどがそうであった。

① Winter annualに属するものは Vaucheriaだけしかなかった。
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③Summer and autumn annualに属すものが Spirogyraで2種みられた。

2) 卵胞子，接合胞子をつける時期が種または属によって決まっているが，全部の属に共

通しているのは5月であった。

3) 出現したホジミドロ斜の各属はどれも接合胞子を5月につけはじめ， 6， 7月，遅く

とも 8月に終える。

4) 1966年以降，各種とも急激に減少してきでいる。

Summary 

Observations were made on the periodicity of Zygnemataceae from January 1963 to 

D記聞Iber1968 using the materials co11ected from也eTsurumine Hachima曙 up∞d， 

Chigasaki City， Kanagawa Prefecture.τ'he results obtained are齢 fo11ows: 

1) Development of Zygospores or∞go凶四IS，釦ぬ asSpirogyra， Zygnema， Mougeotie-

lla， Zygnemopsis， Vauchetぜaand Oedogoni・'umis decided by season. 

2) Many of them form Zygospo悶 or∞'goniumsin地 yand June. 

3) Only Vaucheria forms its ∞'gonium in winter， spring and summer. 

4) Many genera belong to spring annual. 

5) After 1966 a11 genera suddenly diminished. 
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